
播磨高原東小学校及び播磨高原東中学校の在り方検討会について
検討会設置の経緯と協議内容

・児童⽣徒の減少や近隣地域での環境変化等により、⼩学校ＰＴＡと中学校保護者会が、「⼩学校・中学校の今
後についての意識調査」を実施され、その報告会において、学校の今後について様々な意⾒が寄せられた。

・令和６年度に本検討会を設置し、組合⽴学校の在り⽅について協議を開始した。
・委員構成：⼩中学校の児童⽣徒の保護者、未就学児保護者、⾃治会⻑、地区住⺠、市町教育委員会事務局

第１回 令和６年 ８⽉２０⽇（⽕） 学校の現状、児童⽣徒数の今後の推移、公⽴学校適正規模適正配置等
第２回 令和６年１０⽉１８⽇（⾦） ⼩規模校存続の事例、アンケート調査の実施
第３回 令和７年 ２⽉２１⽇（⾦） アンケート調査の結果
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アンケート調査

校区住⺠の意⾒を聴取することを⽬的に、アンケート調査を実施した。
調査実施日 令和６年１１⽉１０⽇〜１２⽉２０⽇
調査対象者 校区全世帯及び区域外就学家庭
調査回答数 １１２件（配布数３６１件） ３１.０％（回収率）
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播磨高原東小学校及び播磨高原東中学校の在り方検討会について

※アンケート結果等の詳細については、播磨⾼原広域事務組合ホームページに掲載しています。

⾃由記載での意⾒
・今後のＳＰｒｉｎｇ-８-Ⅱへの改築に伴う発展、第２⼯区第３⼯区の発展の可能性に期待しています。定住者
を光都に増やすには⼩・中学校は必須。今の⼩・中学校の位置関係から考えると敷地を１つに統合すれば、
⼩中⼀貫校にも移⾏可能と思われます。

・学校が無くなると、⼦育て世帯の光都への移住は選択肢にはなり得ません。光都が限界集落とならない為にも
学校は存続させて下さい。このすばらしい町を、学校の未来を光り輝くように願っています。また、息⼦はこ
の町へ戻りたいと⾔っています。しかし、学校が無ければ戻ることはできないでしょう。私⾔になりますが、
何卒学校を存続させてください。⼀貫校となっても存続すればよいと思っています。

・テクノを発展させるためには、⼈⼝を増やすことが最も優先すべき課題だと思います。
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児童生徒数の推移（参考）

〇播磨⾼原東⼩学校
・平成７年４⽉１⽇開校
・所在地 たつの市新宮町光都２丁⽬６番１号
・児童数の推移 （単位：⼈）

Ｒ６Ｒ５Ｈ３０Ｈ２５Ｈ２０Ｈ１５Ｈ１０Ｈ７年 度

５２５２７２１０４１１０９５６７２６児童数（各５月１日）

〇播磨⾼原東中学校
・平成９年４⽉１⽇開校
・所在地 たつの市新宮町光都２丁⽬４番１号
・⽣徒数の推移 （単位：⼈）

Ｒ６Ｒ５Ｈ３０Ｈ２５Ｈ２０Ｈ１５Ｈ１０Ｈ９年 度

２４３６５５５７５０４９２８１５生徒数（各５月１日）


